
特集担い手の確保・育成，魅力ある職場づくり

「建設業の採用が厳しいのは，今に始まったこ
とではないんですよ。」そう言いながら資料を見
せられた私は，低い数字が並ぶ表を見て愕然とし
た。ここはハローワークの 23 番窓口，人材確
保・就職支援コーナー。特に採用が難しいとされ
る建設・警備・運輸業の採用支援に特化した部署
だ。東京 2020 オリンピックが開催されるはずだ
った 2020 年の初め，私はすがる思いでこの窓口
を訪れていた。

当時の私は，採用担当者として駆け出しだった。
それまでは事務方として縁の下の力持ちに徹して
いたが，業務の幅を広げるために取り組み始めた
のが採用だった。社員十数名の，電気を扱う小さ
な会社。社員の平均年齢は上昇の一途を辿り，久
しく若者を見ていない。求人を出しても音沙汰無
く，挙句の果てには「誰でもいいから，とにかく
人が欲しい」と言われる始末。そんな状況を聞い
た窓口の担当者は，様々な支援を提案してくれた。
そんな温かな対応に励まされ，私は動き出した。

活動を始めて最初に考えたことは，建設業の採
用が難しい理由と，業界の魅力と誇りについて 
だった。私のイメージとしても，建設業＝ 3K で
しかなかった。しかしながら社員の働く環境は，
既に随分と改善がなされていて，昭和の体育会系
のノリや荒ぶる職人たちというイメージとも違う
のだ。それでもやはり一般的なイメージが変わら

ない限り，建設業に興味を持つ人は少ないままだ
ろう。そこを変えなければ，という結論に至った。

そこでまず，会社で一番の古株社員に話しを聞
いてみることにした。25 年以上この業界に携わ
ってこられた理由は何なのか？その社員は答え
た。「自分は未経験から電気の道に入ったが，こ
の道は何年経っても頂上に辿り着ける感覚が無
い。技術は日進月歩で進歩し続けているので，新
しいものが出る度に自分はまた初心者として勉強
することになる。その仕事の奥深さが自分にとっ
ての魅力だと思う。そして，自分の仕事によって
お客様から感謝されることが嬉しいし，人々の当
たり前の日常を陰で支えているのが自分達だとい
う誇りを常に持っている。」と。それを聞いた私
は，初めてその社員のことを心底カッコイイと思
った。多かれ少なかれ，建設業に携わる人々は，
こういうプライドを持っているのではないだろう
か。その姿を伝えたい，伝えることが私の使命だ
と確信した。

それから，私のプレゼンは変わった。社員の口
から仕事の魅力や誇りについて語ってもらえるよ
うなスタイルにした。普段は見せない仕事への熱
い思いを，大勢の前で語る彼らはとてもカッコ良
かった。そして，最後に「採用担当者としては，
単に人が採れればいいのかもしれません。でも，
私は違います。私はこの建設業に携わる人達の魅
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力や誇りを皆さんに伝えることで，業界のイメー
ジを変えていきたいと思っています。日本のモノ
づくりには，世界に誇ることのできる技術力があ
ります。それに興味を持つ人を採用し，この社員
達のように仕事に誇りを持てるよう育成していく
ことが，当社の願いです。」と伝えた。

そんな地道な活動が実って，2 年の間に 5 名の
若者を採用することができた。入社の動機は様々
だったが，皆この業界に希望を持って入ってきて
くれた。伝え方を変えただけでこんなに変わるも
のなのかと，私自身が一番驚いている。

今年の年度の変わり目頃に，23 番窓口の担当
者から久々に連絡が入った。「コロナ禍で失業な
ど労働市場に変化はあるものの，建設業の採用が
厳しいのは相変わらずです。」と書かれていた。
それに返信する形でここ 2 年の採用実績を報告し
たところ，大変驚かれて「ハローワークの仕事が
なくなりそうです。今度，企業向けに採用活動に
関するセミナーを行うので，是非皆さんの前でお
話しして下さい。」と返ってきた。2 年前に相談
で窓口を訪れた私が，今では採用に困っている企
業を前に話すようになるとは，誰が想像できただ
ろうか。

改めて，建設業の魅力について考えてみたい。
建設業は「つくる」と「まもる」に分けられる。
つくる人達は，よく工事現場で見かける。私には
成人になる息子がいるが，幼い頃は重機や大型車
両が大好きで，工事現場巡りをしては，二人で遠

くから眺めて「カッコイイね」と話していた。車
も働く人もカッコ良かった。手を振ってくれた工
事現場の人達は，息子の憧れのヒーローだった。
そうだ，つくる現場の人達はヒーロー集団なの
だ。そして今，私はまもる人達を陰で支えてい
る。仕事に誇りを持ち，日々現場で頑張っている
彼らもまた，社会インフラをまもるヒーローだ。
日本のモノづくりを支え，黙々とミッションを遂
行し，社会の安心安全をつくり・まもるヒーロー
達の活躍こそが，建設業の魅力であり誇りではな
いだろうか。

今日も私は採用活動に励む。そう，毎日現場で
頑張るヒーロー達の魅力を伝えつつ，新たなヒー
ローを探すために。
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